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（２）中学校数学 

  ② 事象を式の意味に即して解釈し、その結果について、数学的な表現を用いて説明

すること【Ｂ１（３）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈解答類型・反応率と課題〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○解答類型６には、「投映画面の面積を小さくすると、光がより集まるから、映像が明るくなる」と、

事象を理解することはできているが、式と結び付けて捉えることができなかった解答が見られる。 
〈関連する生徒質問紙・回答別の平均正答率〉 

質問 
項目 

数学の授業で学習したことを普段の生

活の中で活用できないか考えますか

（肯定的回答） 
全国（公立） 県（公立） 自 校 
４０．９ ３５．７  

 

37.1 

43.0 

46.0 

49.2 

当てはまらない

どちらかといえば、当てはまらない

どちらかといえば、当てはまる

当てはまる

中数B

解答類型 全国（公立） 県（公立） 自　校

1 ◎ イと解答し、(a)について記述しているもの 1.6 1.8

2 ○ イと解答し、(a)についての記述が十分でないもの 0.4 0.3

3 ◎ イと解答し、(b)について記述しているもの 3.1 3.1

4 ○
イと解答し、(b)について、一般的に成り立つことについ
て記述していないが、投映画面の面積を二分の一倍にする
と映像の明るさは２倍になることを記述しているもの

6.6 6.5

5
イと解答し、式の読み取りに関する記述や計算などに誤り
があるもの

7.7 8.1

6 イと解答し、上記以外の解答 47.4 46.7

7 イと解答し、無解答 11.1 12.8

8 アと解答しているもの 16.2 15.6

9 上記以外の解答 0.3 0.2

0 無解答 5.6 4.9

（正答の条件）イを選択し、次の(a)、(b)のいずれかについて記述しているもの。
　(a) 映像の明るさが投映画面の面積に反比例すること。
　(b) 文字や数値を用いて、投映画面の面積を二分の一にすると映像の明るさはいつも２倍になること。
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〈今後の指導に向けて〉 必要な情報を取り出し、数学的な表現を用いて説明する授業実践を！ 

できるだけ、身の回りの数量の変化に注目させ、数学的な表現を用いて説明できるように指導する 
ことが必要であり、そのことが「数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないかを考
える」生徒の育成につながると考えられる。 
また、ともなって変わる量について、変化の様子を表、式、グラフ等と関連づけて理解できるよう

に指導すること、式の形からどのような関係かを見抜けるように指導することが大切である。 
一般的に、数学の問題文では条件を分かりやすく提示し、簡潔な文章表現で記述されることが多い。 

いくつかの条件がある中で、条件によっていろいろな関係があることを理解し、必要な情報をうまく
取り出すことができるように指導していくことが必要である。 
 

【例１ １年「比例と反比例」】 
 

お風呂にお湯を入れるときの数量関係について考える。  

＜授業展開例＞ 

① 変化するものを考える。 
 
 
  
② 単位時間あたりに入れる量を一定にして、入れる時間と入ったお湯の量について考える。 

（比例） 
    
 
 
 
 
 
 
③ 入れる時間を一定にして、単位時間あたりに入れる量と入ったお湯の量について考える。 

                                       （比例） 
     
 
④ 入れたいお湯の量を一定にして、単位時間あたりに入れる量と入れる時間について考える。 

（反比例） 
    
 

⑤ ②～④のそれぞれについて、表、式、グラフ等で表し、一方が２倍，３倍，･･･となれば、もう 

 
 

【例２ ２年「一次関数の利用」】 
 
２つの蛇口を使って、１つの容器に水を入れるときの時間と 
水の量について考える。 
（２つの蛇口は同時に使わない。） 

＜授業展開例＞ 

○ 水の量の変化の様子を表したグラフから読み取れるものを考える。 
 

 

 

 

 
ポイント 

・いくつかの条件がある中から、必要な情報を取り出し、数学的な表現を用いて説明する場

面を設定した授業を充実させる。 

・日常生活の中から関数関係にある事象を見出したり、見つけた事象や結果の根拠や理由に

ついて数学的な表現で説明したりする活動を取り入れた授業を充実させる。 

ことばの式で説明
することができる
ようにする ・単位時間あたりに入れる量  ・入れる時間 

・入ったお湯の量       ・入れたいお湯の量 

（入ったお湯の量）＝（単位時間あたりに入れる量）×（入れる時間） 

（入ったお湯の量）＝（入れる時間）×（単位時間あたりに入れる量） 

入ったお湯の量は入れる時間に比例する。 

（入れる時間）＝（入れたいお湯の量）÷（単位時間あたりに入れる量） 
（単位時間あたりに入れる量）＝（入れたいお湯の量）÷（入れる時間） 

・水を入れた時間 
・１分間に蛇口から出る水の量（傾きを読み取り、数値化する） 
・初めに使った蛇口の方が出る水の量が多い。（数値化した傾きを、比較・説明する） 

数学的な表現を用いて、
数量関係を説明する 
（③④についても同様）

一方が比例であれば２倍，３倍，･･･、反比例であれば 
１

２
 倍，

１

３
 倍，･･･となることを確認する。 


